【管理者用】
自己点検シート（チェックリスト）
	No
	質問（全３０問）
	選択肢

	1
	５種類の高齢者虐待について、理解している
	□はい　□いいえ

	2
	虐待は基本的人権の侵害であり、違法行為であることから、
許されない
	□はい　□いいえ

	3
	施設職員及び管理者は虐待被害者を発見したときには通報
義務がある
	□はい　□いいえ

	4
	虐待を発見した時の連絡先（通報窓口）を知っている
	□はい　□いいえ

	5
	虐待が確認された場合、管理者としてとるべき方策を知って
いる
	□はい　□いいえ

	6
	虐待が疑われる場合は、まずは速やかに内部調査を行った
後に、市町村の窓口に通報することが望ましい
	□はい　□いいえ

	７
	安全のために行う場合の身体拘束は、本人や家族の同意が
得られた場合は実施してよい
	□はい　□いいえ

	８
	利用者の金銭や持ち物が適正に管理されていない場合は、
経済的虐待にあたる
	□はい　□いいえ

	９
	「利用者本位」の支援を職員一人ひとりが理解している
	□はい　□いいえ

	10
	意思決定が困難な利用者についても、可能な限り意思を尊重
した対応を心がけている
	□はい　□いいえ

	11
	自身の事業所における介護の理念や、運営方針を明確にする
と共に、虐待防止のための措置に関する事項を運営規程で定
め、かつ、これを職員と共有している
	□はい　□いいえ

	12
	虐待防止のための対策を検討する委員会を設置すると共に、虐待担当者を中心とした話し合いを年１回以上行っている
	□はい　□いいえ

	１３
	事業所における虐待防止に関する基本的な考え方や対応の
方法などに関しての基本方針を示す指針を定めている
	□はい　□いいえ

	1４
	管理者として、自身の事業所で起こり得るリスクを把握し、
事故防止に関する研修を年１回以上開催するなどし、情報を
職員と共有している
	□はい　□いいえ

	1５
	利用者や家族からの苦情を解決するため、苦情窓口の設置や
苦情対応マニュアルの整備など、解決に向けた体制が整備
されている
	□はい　□いいえ

	1６
	介護サービス相談員や地域のボランティア、実習生を受け入れるなど、地域に開かれた組織となっている
	□はい　□いいえ

	1７
	不適切な対応だとわかっていても、せざるを得ない場合が
ある
	□はい　□いいえ

	1８
	介護に関する技術や経験が未熟だと、利用者への虐待につな
がりやすい
	□はい　□いいえ

	1９
	虐待防止に向けて、職員への基本的な職業倫理・専門性に
関する研修を、国が定める回数（年１回もしくは２回）以上
実施している
	□はい　□いいえ

	20
	職員を、事業者内部や外部の虐待防止に係る研修に参加させ
ている
	□はい　□いいえ

	21
	管理者として、夜勤帯や業務が集中する時間帯の業務内容を
具体的に把握し、負担軽減に向けた取組みをおこなっている
	□はい　□いいえ

	22
	職員のストレスや疲労の蓄積は、虐待につながる可能性が
ある
	□はい　□いいえ

	23
	職員との面接の機会をもうけ、悩みや疑問を受け止めている
	□はい　□いいえ

	24
	職員同士のコミュニケーションを円滑にするため、具体的に
取り組んでいる方策がある
⇒　はい（具体的な内容を別添の結果書に記録して下さい）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	□はい　□いいえ

	25
	自身の管理する施設では、虐待までには至らないが改善した
方が良いケアがあると思う
	□はい　□いいえ

	26
	本人の食事を待たずに食事膳を下げることは、忙しいときは
仕方がない
	□はい　□いいえ

	27
	入浴や衛生ケアを拒む利用者について、支援が行えないのは
仕方ないと思う
	□はい　□いいえ

	28
	利用者が職員を呼んでいても、すぐに対応できないことは
仕方ないと思う
	□はい　□いいえ

	29
	服薬を拒否する場合、食事(服薬ゼリー等を除く)に混ぜてでも飲ませるべきだ
	□はい　□いいえ

	30
	利用者の意向に関わらず、仕事の効率を優先し、おむつ交換・清拭を時間で管理することはやむを得ないと思う
	□はい　□いいえ

	31
	認知症等により支援が困難な利用者に対して、厳しい言動に
なることがあるのは仕方がないと思う
	□はい　□いいえ

	その他（自由記載）

	


お疲れ様でした。
今後も高齢者虐待のない介護現場の実現にむけて、取組を進めて下さい。

（以下、自由記載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実施日】　　　　　　　　【氏　名】　　　　　　　　　
年　 月　 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
